
















































例えば図 - 2 は、胎児及び新生児におけるタイプ別に見た骨格筋線維の分布変化を示したものである。
胎児期には複数の運動神経から支配されており、未分化の状態であるが、体内で成長するにつれて、単
一の運動神経からの支配へと変わり、赤筋あるいは白筋に分化していくことを分かりやすく示したもの
















の量を「mmol/kg」で説明した。ATPの化学式は C10H16N5O13P3 でモル重量が 507 であること、ADP



































火曜 1限 89 1   （1.1） 19（21.3） 35   （39.3） 33（37.0） 1（1.1）
火曜 2限 92 6   （6.5） 32（34.8） 34   （37.0） 20（21.7） 0（0）
木曜 3限 97 3   （3.1） 28（28.9） 31   （32.0） 31（32.0） 4（4.1）
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